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本研究では，広域な地震災害を想定して道路ネットワーク上のどの施設を耐震化する

か明らかにするための方法論を構築する．現存するすべてのトンネルや橋梁等の道路イ

ンフラ施設を地震や津波などの自然災害に耐えられるよう補強を行うと，巨額の費用が

生じてしまう．そのため，重要度の高い施設から効率的に耐震補強を行う必要がある．

しかし重要度の高い施設を決定する際，(ⅰ)損壊するリンクの組み合わせの数と，(ⅱ)

重要とする施設の組み合わせの数が膨大になってしまう． 

そこで本研究では，任意の道路ネットワークに適用できる計算手法を，目的関数の非

凸性と上記 2つの組み合わせ数の膨大さを考慮して構築し，実際の道路ネットワークを

想定して補強すべき重要な施設を明らかにする． 
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